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The Accidental Theorist And Other Dispatches from the Dismal Science （Paul Krugman） 
「経済的進歩は、良心のかけらもない先進国企業と強欲な地元の起業家によってもたらされる。」 

 

 

経済学者（MIT教授）：クルーグマンは、ニューヨーク・タイムズ紙のために書いたエッセイ「世

界は一つではない。」の中で、第三世界の輸出産業での賃金や労働条件が劣悪であることを指摘し

ながらも、それは、「以前の農村部での貧困」と比べれば大きな進歩であると言う。 

 

この考えに批判的な意見が耐えないことに対し、「問題は、それほど単純でなく、道義的な判断基

準も明確ではない。グロ－バライゼーションに反対する人々が、高尚なモラルの持ち主だと考え

るのは、自らの主張を考え詰めていないからに過ぎない。なぜなら、金持ちもグローバライゼー

ションから利益を得るかも知れないが、最大の受益者は、まぎれもなく第三世界の労働者である。」

という。 

 

第一に、途上国の貧困は、最近発明されたものではない。20年前に戻ってみよう。当時、一握り

の小さなアジア諸国の急速な経済成長が注目され始めたが、インドネシアやバングラディッシュ

のような発展途上国は、旧態依然であった。原材料の輸出国であり、製造品の輸入国であった。

輸入割当政策に保護された非能率的な製造セクターが、国内市場を独占していたが、殆ど雇用を

創出しなかった。人口増大の圧力に耐えかねた農民は、必死に狭い土地を耕すか、何らかの生活

のすべを探していかなくてはならなかった。 

 

70年代半ば、発展途上国は、安い労働力だけでは世界市場で競争することはできなかった。先進

諸国のインフラと技術、既に確保しているマーケットの大きさと主要部品メーカーとの近さ、政

治的安定と能率的な経済運営、それらが賃金の10倍、20倍の格差よりもまさっていた。 

 

しかし、（80年前後から）何かが変わった。いくつかの要因 ― 低い関税障壁、改善された遠

距離通信、航空輸送の安さなどの組み合わせが、発展途上国で生産することの不利を軽減した。

そして、低賃金が発展途上国に世界市場に参入する機会を与えた。これまで、ジュートやコーヒ

ーだけを生産していた国々が、シャツやスニーカーを製造し始めた。 

 

途上国で働く労働者達は、必然的に、ほんのわずかの賃金しか支払われず、さらに、劣悪な労働

条件を我慢しなければならない。ここで、「必然的に」というのは、雇用主は、労働者の健康増進

のためにビジネスをやっているわけではないからである。彼らは、可能な限りわずかしか支払わ

ず、賃金は労働者に開かれている他の雇用機会の状況によって決まる。 

 

それでも新しい輸出産業が興ると、人々の生活は、明らかに進歩した。なぜなら、成長産業は、

幾分高い賃金を払わなければ、労働者を獲得することができないからである。さらに、重要なこ
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とに、製造業の成長、輸出産業の創り出す他の仕事は、経済全体に波及効果をもたらす。地方で

の賃金も上昇し始める。そのような過程が長く続いた国々：韓国や台湾では、平均賃金は、アメ

リカのティーンエージャーが、マクドナルドで得る収入に近くなっている。そして、人々は、や

がてゴミの山に住まなくなる。 

 

新興工業国の輸出主導型経済成長の恩恵が、いかに一般の人々にまで波及するかは、指摘するま

でもない。インドネシアでは、70年に一日２１００カロリー以下だった一人当たりのカロリー摂

取量が、２８００カロリーを超えるところまで上昇した。それでもなお、幼い子供の三分の一は、

栄養失調に苦しんでいる。しかし、75年には、半数以上が、栄養失調だったのだ。似たような進

歩は環太平洋地域全体、バングラデシュでも見ることができる。 

 

これらの進歩は、先進国の誠意ある人々が手助けしようとしたから達成されたわけではない。対

外援助は民間資本の流入に比して巨額であったことはない。また、この進歩は、国の慈悲深い政

策の結果でもない。途上国政府は、これまで通り冷淡で腐敗しているのである。 

 

この経済的進歩は、良心のかけらもない先進国企業と強欲な地元の起業家によってもたらされた、

間接的な結果である。彼らの関心は、ただ安い労働によって提供されたビジネス・チャンスを利

用することだけだ。それは誉められるような事業ではない。しかし、いかにそうした人々の意図

が卑しくとも、その結果は何億という人々を惨めな貧困状態から、はるかにましな状態に押し上

げたのである。 

 

では、なぜ、怒る者がいるのか？ 餓死しそうな農民と異なり、スニーカー工場の女性と子供達

は、「我々の利益のために」先進国基準で言えば奴隷のような賃金で働いている。これが、人々に

ある種の不快な気持ちを起こさせるのである。グローバライゼーションの反対者は、それら労働

者が適切な条件と賃金を得られない限り、先進国の消費者は、スニーカーとシャツを買うべきで

ないという。 

 

そのような主張に従ったらどうなるか考えてみよう。 

 

第一に、途上国の労働者達に高い賃金と良い労働条件を保証したとしても、大部分を構成する農

民、日雇い労働者、ゴミ拾いのためには、何にもならない。貧困層はそのまま残る。 

 

いや、それすら無理かもしれない。なぜなら、発展途上国が先進国と競争できる唯一の理由は、

安い労働者だけだからである。先進国並み賃金という良い労働条件は、途上国において先進国を

市場とした仕事がなくなることを意味する。 

 
地球の惨めな人々が、豊かな人々のために薪を切って水をくみ、スニーカーを縫うなどは、すべ
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きでないと言うかも知れない。対外援助で解決すべきか。そんな大量の援助が実現する見込みは

ない。途上国政府は、社会的公正の実現に向けて努力すべきだろうが、そう簡単にはいかないだ

ろう。 
 
低賃金を基礎とした工業化に反対することは、絶望的に貧しい人々が持っている最良の雇用機会

を否定することになる。要するにグローバライゼーションに反対する人たちは、問題を熟慮して

いないのである。何百万の人々の希望がかかっている時、問題を深く考えることは知的努力とい

うことだけではない。道義的な義務である。」 

 

もう一度言うが、最も効率良く継続性ある経済的進歩は、冷血な先進国企業と強欲な地元の起業

家達によってもたらされるのである。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

以上は、「グローバル経済を動かす愚かな人々」1999 年、早川書房より； 内容は、意味を維持
しながら、要約しています。 

 

以下、渡辺穰二の私見です。 

 

資源の低価格化、農業の大規模・機械化、製造業の自動化、素材産業の高度化、金融や行政など

サービスの情報化、さらにビジネスモデルの特許化が進みつつある現在、途上国が産業育成によ

り雇用を創出し経済発展するために残された方法は、非常に限られてきている。 
 
特に、途上国といえども市場の解放が進んできたため、彼らの国内市場が国際市場の一部になっ

てしまい、これまで貿易障壁で維持できていた国内産業が、閉鎖せざるを得ない状況が出てきて

いる。先進諸国は、巨額の資本と金融システム、高度な設備とインフラをもつに至り、仮に

US$100,000 の個人預金者が年利５％で金融機関に預けておくだけで、低リスクで労働もせず年
間 US$5,000を得ることができる。 
 
これは、２００１年 HIPC入りを決めたガーナの平均 GNP/capita（US$400以下）の 10倍以上
である。アフリカでの最初の独立国であることや韓国への援助をしたこともあると、過去の栄光

がどんなであったとしても、平均 GNP/capitaで先進国（OECD平均 US$22,400 in 1999）と比
して 50倍もの差ができてしまった現在、最貧レベルから抜け出すことは、論理的に不可能に見え
る。 
 
日本の高度な製造現場で信号ランプ以外には殆ど暗闇のなかでロボットがロボットを製造するの

を見ると、途上国の安価な労働力には、殆ど意味がないような絶望感にとらわれる。 
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途上国に現在残された道は、なんだろうか？その答えは国によって違うという回答もあるだろう。

圧倒的な優位性のある資源を持つ国は、それに頼ることもできるかもしれない。しかし、ガーナ

でもウズベキスタンでも、金という希少金属資源を持っていても経済は苦しんでいる。 
 
乱暴な言い方だが、クルーグマンが言うように、結局、途上国の優位性というのは、基本的には

安価な労働力しかないのである。 
 
現代では発展した遠距離通信と安価な航空等輸送を活用することで、先進国企業に途上国の安価

な労働を活用してもらうことができる。こういうことは、15年前には、可能でなかったのである。 
 
具体的には、顧客に対する受答えサービス（Call Center）、カメラと ITを使用した監視作業、ハ
イテク部品産業等でのチェック作業、ソフトウェア、食品加工、シューズ、手編物、野菜、果物

や花つくりなど限られた分野においては、その労働集約性から途上国が半永久的に優位性を持つ

のである。 
 
次に、安価な労働者は確保できるとして、途上国には経営力ある人材が存在するだろうか？答え

は否である。ガーナでは、大手の元国営銀行でさえ毎日の〆がない。つまり銀行業務でどんぶり

勘定さえできていないのである。このような途上国の経済発展においては、経営資源、技能（訓

練）、資金、流通、最終市場のすべてを先進国（政府や企業）に頼る以外に道がない。 
 
以上の議論から、途上国が効率のよい発展を可能とするための方法を簡単にまとめると： 
 
· 市場： 利益性の高い（個人購買力 50倍）先進国にすべきである。 
· 資金： 外貨を稼ぐことで、外国資本や外貨ローンを得る。 
· 経営システムや技能標準： 先進国のものを使用することで効率を高める。 
· 労働： 安価な多数の現地労働者を使う。 
 
これからの海外経済援助は、これまでとどこが異なるべきだろうか？  
 
従来にも増して利益を求める先進国企業と強欲な地元の起業家達が活躍するための条件を整えて

いくことであろう。日々のキャッシュが必要な最貧国については、特に海外直接投資（FDI）の
制度面やインフラ面での支援、さらに、金融・財務政策、産業支援政策、人材育成政策などにつ

いて課題やボトルネックをこつこつと指摘、改善していくことではないだろうか。FDI の重要性
さえ政治家が理解していないガーナのような国でも、政治的安定と一定のインフラがあれば、強

欲な先進国企業やその経営者に興味を持たせることは、難しくないはずである。 


